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地区ロータリー財団セミナーの手引き
 セッションの概要：財団資金のシステム
研修目的
本セッション終了後、参加者に期待されること
• 
シェアシステムを理解する。
• 
3年周期の仕組みについて説明できる。
• 
地区財団活動資金（DDF）をプロジェクトに使用するにあたり、クラブが地区指導者と協力する方法を理解する。
オンラインのリソース
シェア、資金周期、そのほか関連資料は、www.rotary.org（「寄付」→「基金」→「シェア」）でご覧いただけます。
地区独自の情報
以下のような形で、地区に合ったプレゼンテーションを行うことができます。
• 
今年度と次年度に利用できるDDF額を伝える。
• 
地区がプロジェクトにどのように補助金を配分するかを説明する。
• 
DDFについてクラブ会員からの問い合わせに応じる地区指導者の連絡先を伝える。
話の要点
•
ロータリー財団の補助金とプログラムは、ロータリアンやロータリー支援者からの寄付によって支えられています。寄付者は、支援する基金を以下の中から指定することができます。
–
年次プログラム基金
–
恒久基金
–
ポリオ・プラス基金
•
年次プログラム基金への寄付と恒久基金の投資収益は、シェアシステムを通して活用されます。シェアシステムでは、
–
資金がWF（国際財団活動資金）とDDFに分けられます。
–
財団への寄付が補助金として活用されます。 

–
財団への寄付の使い道をクラブと地区が決定し、自分たちが最も関心のある活動に参加できます。
•
シェアシステムでは、ロータリー年度末に、地区から年次プログラム基金に寄せられた寄付が分配され、その50パーセントがWF、残りの50パーセントがDDF（地区に戻される）となります。
•
恒久基金の投資収益のうち使用可能な割合は、管理委員会が決定します。地区が、寄付を恒久基金／シェアに指定した場合、この寄付の投資収益はシェア周期を経ることになります（50％がWF、50％が地区のDDFとなる）。
•
DDFの使途は地区が決定します。WFの使途は管理委員会が決定し、全地区が利用できる財団プログラム（ポリオ・プラス、ロータリー平和センター）や、マッチング・グラント、グローバル補助金（未来の夢計画）に使用されます。 
•
財団は、寄付金を投資し、3年後にこれを財団活動に使用するという、独自の資金周期の下で運営されています。例えば、地区が2008-09年度に年次プログラム基金へ寄付した200,000ドルは、DDF（100,000ドル）とWF（100,000ドル）に分けられ、2011-12年度に使用できます。寄付から資金を使用するまでの3年間に、地区はプロジェクトや活動を計画し、また財団は寄付金の投資収益を管理運営費と寄付増進費に充てることができます。
•
試験地区は、DDFの50パーセントまでを新地区補助金（一年度に一口）に使用できます。残りのDDFはグローバル補助金に使用するか、ポリオ・プラスまたはロータリー平和センターへ寄贈できます。
•
試験地区以外の地区は、DDF（恒久基金の投資収益がある場合はそれを除く）の20パーセントまでを地区補助金（一年度に一口）に使用できます。残りのDDFはマッチング・グラント、国際親善奨学金、研究グループ交換の地区負担分として使用できるほか、ポリオ･プラスやロータリー平和センターに寄贈することもできます。
•
2011-12年度に未使用のDDF（補助金申請と寄贈がすべて財団に報告された後に残っているDDF）は、2012-13年度に繰り越されます。ただし、繰り越された資金を、2012-13年度の地区補助金（試験地区の場合は新地区補助金）に使用することはできません。
•
地区ガバナーと地区ロータリー財団委員会は、クラブがどの財団活動への参加に関心を持っているかについて情報を集め、把握した上で、DDFの使用方法を決定します。
•
<<以下のような地区特有の情報を挿入してください。
–
地区の年間スケジュール
–
クラブがDDFを申請する締切日
· DDFの配分を決定するプロセス>>
•
財団資金のシステムに関する質問は、<<地区の担当者の連絡先を挿入>>にお問い合わせください。
討論のための質問
•
クラブのプロジェクトのためのDDFをどのように調達できますか。
•
年次プログラム基金に寄付することには、どのような利点がありますか。
•
DDFは、どのような活動に使用すべきでしょうか。
活動例
•
セッションの最後に、2人組になってもらい、ほかのクラブ会員にシェアシステムを説明する練習をする。
•
少人数のグループに分かれ、事例研究について話し合う。各グループの代表者に話し合いの結果を発表してもらう。

事例研究：クラブからDDFの申請が殺到しましたが、地区にはすべての申請に応えられる十分なDDFがありません。そこで地区は、2つのクラブが合同でDDFによる活動を行うよう求めました。

質問:
1. 合同で活動するクラブをどのように探すことができるでしょうか。
2. 将来使用できるDDFを増やすため、クラブに何ができるでしょうか。
•
年次プログラム基金への寄付を増やすための方法を、思いつくままに自由に出し合ってもらい（ブレーンストーミング）、回答を大型用紙に記録する。
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